







































（functional magnetic resonance imaging：fMRI）である1, 4）。当然のことながら、ADHD
の生物学的マーカーの探索方法としても、関連遺伝子と表出された表現型である ADHD
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点から、機能的磁気共鳴画像法（functional magnetic resonance imaging: fMRI）に代表さ
れるニューロイメージングを用いた認知神経科学研究には大きな期待がかかっている１）。こ




る脳活動を捉えることが可能なほど時間分解能に優れている2, 15-19）。また fMRI が脳神経細


































動（contingent negative variation: CNV）の振幅低下33， 34）やミスマッチ陰性電位（mismatch 
negativity: MMN）の振幅低下22）も ADHD における認知課題遂行中に観察されることが






























情報を取り除いた後に平均することで定量化できるようになる35）。この induced GBR は
潜時200ミリ秒以降に出現し、オブジェクト認識中に現れる表象的な活動の神経学的な特
徴を反映していると解釈される29）。また、Hermmann らによる‘match-and-utilization-






















































new 効果や known/unknown 効果を利用するパラダイムを用いることが多い。一般的に、
















　ガンマ帯域活動（GBA）を ADHD 研究に応用した初めての論文は2001年に Yordanova
らのグループにより発表された41）。この研究では、ADHD 児および健常児を対象に、左




前頭－中心領域（fronto-central）に強い evoked GBR を示した。さらに ADHD 群は、特
に右耳呈示条件において、健常児群よりも強い evoked GBR が見られることを報告した。
表1　ガンマ帯域反応を利用したADHD研究
࿐▸ၞᏪ⸘ᵄ⣖㗴⺖⍮⹺⠪㛎ⵍ⠪⪺ RBG decudniRBG dekove ⣖ㇱ૏
Yordanova et al. (2001) 41) ADHDఽ⟲14ੱ䇮ஜᏱఽ⟲14ੱ Auditory target detection ਇ᣿  ;sm021-0zH36-13hc8 : ↑ lartnec-latnorf-DHDA
Demiralp et al. (2007) 39) ஜᏱ⠪50ੱ(ㆮવሶᄙဳ) Auditory target detection ਇ᣿  ;sm051-03zH07-03hc61 : ↑ DRD4, COMT 150-300ms; ↑ DRD4 frontal
Lenz et al. (2008) 40) ADHDఽ⟲13ੱ䇮ஜᏱఽ⟲13ੱ Visual memory (old/new) NeuroScan SymAmp: 32ch 30-80Hz 0-150ms: ↑ latipicco-oteirap-DHDA











来の研究から ADHD の関連遺伝子とされているドーパミン D４受容体（DRD4）、ドーパ
ミントランスポーター（DAT1）、カテコール-O-メチル基転移酵素（COMT）8, 42）に着目
して、それぞれの多型による evoked GBR の検討を試みている。ターゲット刺激（1500Hz, 
P = 0.2）または非ターゲット刺激（1000Hz, P = 0.8）を聴覚呈示し、ターゲット刺激に
ボタン押し反応を求める古典的なAuditory detection taskを用い、evoked GBR（30-150ms; 
30-70Hz）と induced GBR（150-300ms; 30-70Hz）を検討した。非ターゲット刺激よりも
ターゲット刺激に対する evoked GBR は前頭部で有意に増大していたが、特に、DRD4の
第３エクソンにおける48-bp の反復多型の７回反復対立遺伝子を含む7/7、7/X 型とそれ以
外（others）の比較、および DAT-10回反復対立遺伝子を含む10/10型とそれ以外（others）
の比較において違いが見られた（DRD4: 7/7, 7/X 型 > others; DAT1: 10/10 > others）。











行していくことになる35, 40）。Lenz らの初報では、処理の深さが異なる符号化条件（shallow: 
rectangle vs. oval; deep: human vs. picture）と呈示された刺激が既知（old）か新規（new）
かを判断させる再認条件からなる視覚記憶課題を用いて、それぞれのガンマ帯域反応
（GBR）を検討した40）。その結果、頭頂－後頭領域（parieto-occipital）で符号化条件中の
刺激に対する evoked GBR は健常児群よりも ADHD 群の方が強い反応を示した。さらに、
健常者では符号化条件中の evoked GBR はその後の再認課題の正答と有意な正の相関が
あったが、ADHD 群ではそのような相関関係は見られなかった。Lenz らは evoked GBR
と再認課題の成績間の無相関関係を、ADHD における強められた興奮レベルと処理資源
の特異的でない賦活を反映している結果であろうと解釈している40）。






用い、ADHD 児群と健常児群で evoked GBR の差異を比較した。ADHD 児群では、
known と unknown では刺激に対する evoked GBR に差は見られなかった。しかし、健常














evoked GBR を中心に展開されているが、今後、記憶情報の利用過程に関連する induced 
GBR を用いた研究も増えていくのではないかと思われる。
　従来の ERP 後期成分である P3や N2などから ADHD の神経メカニズムの解明が進み、
それらが ADHD の生物学的マーカーとして機能しうることは拙著にて述べているが2）、
初期知覚段階での ADHD 病理は未だに解明されていないままであった。そこで、初期知
覚処理に関連する evoked GBR を利用した ADHD の神経メカニズムの解明が行われるよ
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A new horizon for ADHD research focusing on gamma-band activity
　Attention-deficit/hyperactivity disorder（ADHD）is a behavioral-developmental disorder 
characterized by a cluster of behavioral symptoms including impulsivity, inattention, and 
hyperactivity.  Studies using various neuroimaging techniques have provided insight as to 
the neural basis of ADHD and have motivated the design of models that relate biological 
markers to ADHD vulnerability.  Recent electroencephalogram（EEG）studies have began 
to investigate the neurocognitive function in ADHD by utilizing analyses based on low-（< 
1.5Hz）or high-band（> 30Hz）frequencies.  This article reviews selected studies of gamma-
band activity（GBA: 30-80Hz）associated with cognitive functioning in ADHD and discusses 
the potential efficacy of biological markers as a tool to assess cognitive functioning in ADHD.
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